
 

道路事業事前評価調書 

 

路線・河川等名        

 
主要地方道宮津

み や づ

養父
や ぶ

線 事業名 社会資本整備総合交付金事業 補助・単独の別 補助

事 業 主 体        京都府 事業箇所（区間） 与謝郡
よ ざ ぐ ん

与謝野
よ さ の

町
ちょう

岩屋
い わ や

地内 

事

業

概

要 

 

 

目   的 

 

 

 主要地方道宮津養父線は、宮津市から兵庫県養父市に至る幹線道路で、府県

間の交流・連携と沿線地域の生活や経済活動を担う重要な路線である。 

  当該区間は、線形不良、急勾配区間が存在し、異常気象時には通行規制が生

じる区間が存在する状況である。また、「海の京都」構想周遊ルートとしても

利用されているが、車両のすれ違いに支障を来している状況であり、冬季の積

雪時には通行止めも発生するなど、交通の難所となっている。 

 このため、バイパスを整備することにより、線形不良を解消し、車両の安全

性・走行性を向上させるとともに、異常気象時通行規制区間を解消するもので

ある。 

内   容 

 整備延長 Ｌ＝１．０３ｋｍ 

 現況幅員 Ｗ＝６．５ｍ   ２車線 歩道なし 

 計画幅員 Ｗ＝１０．０ｍ ２車線 歩道なし 

 事業費   約８億円 

上位計画等  明日の京都 丹後地域振興計画 

スケジュール        着手年度 平成２６年度 完成予定年度 平成３４年度 

事

業

の

必

要

性 

事業を巡る

社会経済情

勢及び地元

情勢等 

○自動車交通量      １，４８０台／12hr 

 ○自転車・歩行者交通量          ４９人・台／12hr 

 ○異常気象時通行規制区間 

○「海の京都」構想周遊ルート 

事

業

の

有

効

性 

事業の効果

及び費用対

便益等 

○バイパス道路の整備により車両の円滑な通行が可能となり、車両の安全 

な通行環境が確保できる。 

 ○異常気象時通行規制区間を解消する。 

事

業

の

効

率

性

等 

コスト縮減

代替案立案

等の可能性

及び良好な

環境形成・保

全 

○バイパス道路の築造による線形改良により、車両の交通環境が改善する。

○事業地内で発生する切土を盛土に活用し、土砂の有効利用を図る。 

総合評価   本事業は安心・安全な通行環境の向上を図るため、新規着手の必要がある。
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